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概 要

• はじめに

• 平和形成への貢献？ （今回）

• キリスト教とナショナリズム （次回）

• むすび



はじめに（１）

アジアのキリスト教

１．アジアの諸地域とキリスト教の多様性

西アジア／中央アジア／南アジア／東南アジア／東アジア

２．アジア・キリスト教の共通性

・近代初頭における第一の大規模な伝播（第一の波）と、19世紀以降の

第二の大規模な伝播（第二の波）

・近代化の過程とキリスト教布教との関連

３．近代化の過程においてアジア・キリスト教が果たした二面的な意味

西欧列強のアジア支配の正当化／近代化への貢献（教育、医療、人権

など）

４．近代日本における近代化政策

５．欧米の近代キリスト教の諸問題がアジアのキリスト教にも反映している

６．エキュメニズム（教会一致運動）とアジア



はじめに（２）
中国のキリスト教

• 20世紀以降の中国キリスト教史を理解する上で
のポイント

• キリスト教の容認と国家との関係性（協調と対
立）

• 三自愛国運動（自治、自養、自伝。「教会が外

国ミッションの支配から解放されて、自ら教会
を治め、自らの経済において立ち、自らの力に
よって伝道する」）と地下教会（家の教会）

→ ナショナリズムに制約されたキリスト教



はじめに（３）

無宗教 民俗宗教 無神論 仏教 キリスト教

1995年 42.3％ 28.7％ 8.4％ 8.3％ 6.5％

2000 42.2％ 28.5％ 8.1％ 8.4％ 7.1％

2025 40.6％ 28.6％ 7.5％ 8.5％ 9.2％

『世界キリスト教百科事典（第２版）』（Oxford Univ. Press)



はじめに（４）

• 日中韓神学フォーラムの成果を参照しつつ行われるが、
このフォーラムの概要は次の通りである。

• 第１回：日本・京都、2006年11月24日～25日、
• 「「民族主義」を超えて──日韓の和解のための
アジア神学の模索」

• 第２回：韓国・ソウル、2007年11月23日～24日、
「日韓両国のキリスト教受容」

• 第３回：日本・京都、2009年6月26日～27日、
「東アジアにおける宗教的挑戦」

• 第４回：中国・上海、2011年5月13日～14日、
「アジアは平和か？ 現代アジアにおける平和構
築と神学的創意」

• 第５回：韓国・ソウル予定（2014年5月9日～10日）



はじめに（５）
＜参考文献＞
１．David B.Barrett, George T.Kurian, Todd M.Johnson

(eds.),World Christian Encyclopedia. A comparative 
survey of churches and religions in the modern world. 
Vol.1 second edition, Oxford University Press, 2001.

２．日本基督教団出版局編『アジア・キリスト教の歴史』
日本基督教団出版局。

３．丁光訓ほか 『中国のキリスト者はかく信ず』
新教新書。

４．レイモンド・フン編『中国の家の教会 文化大革命を
生きぬいたキリスト者』新教新書。



平和への貢献（１）

• 日中韓に共有された問いの一つが「平和」であ
る。今回、改めて、平和という問題から議論を
始めて見たい。平和とは戦争がないということ
を超えていかなる積極的な意味を有しているの
か、また平和形成には何が必要か。



平和への貢献（２）

・平和とは？
・エフェソの信徒への手紙２．１４。

「キリストはわたしたちの平和であります。二
つのものを一つにし、御自分の肉において敵
意という隔ての壁を取り壊し」

・和解としての平和 → 日本は平和か？
キリスト教が東アジアの平和に貢献できるか

は、敵意に満ちた東アジアの現実に対して、
「和解」の実現への道を示しうるかにかかって
いる。



平和への貢献（３）

• 従軍慰安婦問題。女性国際戦犯法廷（2000年12

月、東京）の試みにキリスト教はいかに応答し
てきたのか。

• 国際戦犯法廷の目的、南アフリカの真実和解委
員会

• なぜ、法廷か。事実と責任の追及のため。和解
は、事実の解明と責任の確定を前提とする。



平和への貢献（４）

• 丌当な扱いを受けた人の立場にたつ想像力。自
分に落ち度があったために悪しき運命を招いた
のではないかという自己否定の思いから、被害
者を解放し、自己肯定を可能にする作業。あな
たが悪かったのではない。責任を負うべきは別
の所に存在する。

cf. 加害者の罪の赦しに対する被害者の恨みか

らの解放。



平和への貢献（５）

• キリスト教思想から提言可能なこと。神と人間
の和解にとっての十字架の意義。

事実と責任を明確化は、和解の前提となる。と
すれば、この点を東アジアのキリスト教はキリス
ト教思想として強く主張する課題を有しているの
ではないか。東アジアの諸民族が和解するために
何が必要かを明らかにすることを通して、平和形
成へ寄不すること。



平和への貢献（６）
＜参考文献＞
１．芦名定道「東アジアにおける宗教的寛容と公共性」、紀平英作編『グ

ローバル化時代の人文学──対話と寛容の知を求めて 【下】共生への
問い』（京都大学文学部創立百周年記念論集）京都大学学術出版会、
2007年、279-301頁。

２．宮田光雄『平和の思想史的研究』創文社、『非武装国民抵抗の思想』岩
波新書、『日本の政治宗教 天皇制とヤスクニ」朝日新聞社。

３．稲垣真美『兵役を拒否した日本人─灯台社の戦時下抵抗─』岩波新書。
４．村上重良『国家神道』岩波新書。
５．島薗 進『国家神道と日本人』岩波新書。
６．小熊英二『＜民主＞と＜愛国＞──戦後日本のナショナリズムと公共性』

新曜社。
７．高橋哲哉『教育と国家』講談社現代新書、『靖国問題』ちくま新書。
８．メディアの危機を訴える市民ネットワーク（メキキネット）編

『番組はなぜ改ざんされたか──「NHK・ETV事件」の深層』一葉社。


